
野匝ほ讐菅笠喜謹燕野

Ⅶ
広報

平成6年1月1日

（第278号）

ジムすー

っェスヤ
■9相即垂・看少年朋つⅠス知川畑吉抑

・料金B憤慨，畷計測艶
手ジムナー

フェスタツアー／こぞか（ナよう／

日本で抑めてのフェスティ′りしが中部の12

市町村で開催されますし　それがキシムナーフ

ェスタです

2月6日から1二川の8日間、中部12市町村

は、卜の表の通り、演劇でいっぱいです。

会場にあるキジムナースタンプを染めると

楽しい記念品も用意していますこ

私たちのまちでは、「ザ・ドノダズ」（ロシア）

「飛び安里」（沖縄）を・般公演として行いま

す．〕
見逃せないこのチャンス1、ご豪族で、また

おともだち同上でぜひともキジムナーフェス

タをお楽しみ卜さい。

応募、連絡先、チケットのお申し込みは
お気軽に、お問い合わせ下さい。
■9柑際児童・看少絹劇フⅠス知川し折さ…和

実行委員会事務局
〒904　沖縄市住吉1丁目14－29

TELO98－939－1413FAXO98－939－1454

公演一覧表

広報かでな

飛び安里
“TOB卜ASATO”Djrected by MjlsuruTanaki（OkinawaJAPAN）

ウチナー大和口を酷使し、アップテ
ンポに展開する破天荒な演劇スタイ
ルに若者を中心にファン急増中。
安里家三代は、烏のように空を舞う
ことを夢見、挑戦した。いつしか、

民衆の希望となったか、失敗を繰り
返すば州であった0田

演出／一Ⅰ‡城　満

2月10日　7：00

嘉手納町民会館

ザ・ドッグズ
国立ロストフ児蛮帯少年劇は

－THE DOGS’ROSTOVSTATETHEATREFORYOUNG SP【CTATORS

rRUSSIA】
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犠商業活性化の課題

広域商業診断に聞き入る出席者。
この真剣さが商業活性化の第一歩に

中小い111日ll

集団検診等日程表
湾一線隼ヰ1葦刷‾・屑巨・三松㌍牒

ll �甘い �‖ �町　IJり ����軋ノ　　　　l】 ��Llう　　ll　　‖ 

l】丁 �日 �州　　日　　　日 �－▼ ����．■1ト冊jlr‡．けい ��町　　　　　　1＼こ l肌　　　1 ��� 

l　l＼ �．ト �l′k／、√与．，と　l回i卜 �l．ン　蔓 ��1 � � ��明に　仁佃し■■1小目 

廿　　　　　，（　1 �・一・、－1妻 ��l � � � �いり　　　　　　　尺 

1 � �し　‥∵1111 �l � � � �� �則　　　　　　　圧 

l 

】Jl 11 �十 11 �it上　　り　　　‖ �事 ll �＝］二 ����ノ・†目し　　　　・1 �巨ぺlt 

1（ 

l　　l �．J＿■ �甘二川拉」′　tL リ　　川 � �l �l l1 �I � ��印 �1（ 

11 l �1、 l二 �　l 　　け－ 押什　捏1 � � � � � ���用　⊥」・・i �IJ、 ▼j■ 代 目 

」いI 一l＿．l l ��・†■ �� 

岩一日捏－1　回l巨 � ���ll 11 I」 �� �� 

l　l �ll �†・ンビ　り　日　日」 � � � �� 

木 �け　　作　　り　　－1 � �l l董 �1 � ��1日‡　′ノ　　町　　　　　　　hこ 

▲－ � � �毛 � � � � 

l �� � ����FI �伸二　亜†ノ、．】り � 

・■し，／、　き　r；いllい � �� � � � ��� 

ll J（ �付　　目　　　＝ � � � � �� �町 ��lL 

′　ト ��吐、j．号▲1川＝巨 押廿　rt十 � �t ！ llI �11 � �� � 

ll �†、 ����� �フ‾芯言㌻「√　「　く 
r　ll、－1 � � � � � �� 

日 � � � 

ll �Il ・ノ三 �†叩　Il　　H � �l �� � �∴ト榊J住い　　　Itll　　　　　l、こ 

rl■　日華　－1　LrJlJr � �1 � � � � ��】＼日 � 

1．▼ ��仙　ノ人　力・＼■　い　＝ � �L �】 1 � ��� �・＿黒目 �l． 

嘉手納町役場保健衛生課　℡956－日11（内線252）

広報かでな

嘗め香か君
「示TT　′言

近
；
－
に
お
け
る
厳
し
い
商
業
用
梢
い

い
－
J
、
と
の
よ
う
に
満
州
化
し
て
い
け

は
よ
い
か
、
県
南
－
打
倒
部
折
目
金
融

課
が
？
牛
四
日
か
■
り
t
U
ま
て
竹
、
施
し

た
広
蛾
絹
業
診
断
の
親
ハ
ヘ
ム
が
ト
㌧
　
＝

L
‖
1
′
稚
、
町
摘
1
ヘ
ム
揃
て
h
わ
れ
と

弱
－
納
叫
の
広
域
商
業
′
ハ
両
断
∴
あ
た

′
た
中
小
か
某
上
り
p
f
－
・
車
止
‥
回
代
か

【
雨
情
軌
か
あ
ふ
な
い
丁
と
超
し
講
読
－
1

現
状
り
仙
品
と
問
題
八
・
を
机
．
1
理
し
、
弱
r

納
町
商
某
講
什
化
へ
直
紀
‥
を
．
〓
い
鞘

り
＝
キ
一
し
た

以
卜
納
町
豆
∴
　
‖
　
肌
か
－
り
庫
某
構
造

に
ハ
め
る
商
某
の
刑
八
日
が
‥
…
′
＼
　
柏
葉

地
と
し
て
溝
泥
を
‖
・
し
た
叫
制
も
あ
，

た
が
モ
ー
〃
′
‖
リ
ー
t
イ
シ
」
ン
が
准
扁

す
る
な
か
、
近
隣
市
町
村
へ
山
人
削
・
情

川
情
、
ロ
ー
ト
叶
－
1
　
／
－
．
ソ
山
川

拓
と
満
作
省
の
購
州
日
．
日
動
り
老
化
に
よ

り
／
牛
ヤ
購
〓
り
再
流
出
か
漱
化
し
て

い
る
情
況
一
し
あ
る
　
こ
い
ト
で
り
左
申
、

†
ぺ
四
牛
1
　
日
に
第
　
帥
人
相
棋
小

宣
情
紬
⊥
辛
1
7
∴
け
＝
カ
テ
ナ
」
　
か
本
町

十
く
わ
，
．
十
日
目
∵
〓
し
た
か
、
そ
れ
ト
ト
よ
り
購

明
日
り
封
町
外
ノ
仙
日
1
い
い
附
目
的
か
か
か
る

レ
一
と
も
に
凡
〃
摘
畑
山
等
へ
い
県
東
主

上
き
い
も
再
か
「
糾
い
さ
れ
る
　
こ
の
よ

う
■
J
絹
業
照
伯
山
現
状
を
踏
よ
え
、
7

回
の
′
八
両
嗣
ご
は
、
几
′
〓
純
情
仇
か
そ
の

魅
り
与
‥
＝
回
的
、
刷
川
一
人
里
情
伸
一
と
の
桝

能
分
川
と
脚
零
の
圧
へ
h
化
与
川
り
、
近

代
化
を
進
め
て
い
・
′
、
1
て
の
〃
両
川
を

小
さ
オ
l
た
　
鞘
H
に
よ
る
し
一
、
一
斑
r

納
町
小
宣
葉
山
動
向
か
■
り
　
（
†
成
．
小

畑
某
統
∴
■
桟
ひ
…
－
り
杓
動
向
l
粥
在
｝
、
摘

出
牧
は
一
・
日
＝
卜
h
情
で
昭
和
・
h
I
q

比
札
－
・
L
㌦
し
一
減
少
し
．
小
宣
勒
宣

伸
は
∴
牛
問
て
H
．
－
八
㌦
い
増
加
・
ノ
・

て
あ
る
が
、
瞞
指
す
る
・
肌
行
目
い
・
目

し
　
　
　
L
　
〃
1
、
＋
．
上
し
、
l
r
・
・
・
－
一
　
）
　
　
　
　
－
　
▲
、
　
　
　
．
＼

．

■

．

－

．

′

　

．

′

　

〃

　

　

　

」

　

′

1

円

、

U

　

　

．

－

－

．

J

　

一

　

′

㌦
に
は
お
土
圧
す
、
机
打
的
に
は

代
卜
し
て
い
る
■
　
L
i
r
、
Ⅵ
川
一
ヘ

ル
∴
「
叫
山
地
I
L
満
作
依
〃
・
′
－
は
∴
I
L

・
川
㌔
て
あ
り
た
か
、
平
成
∴
牛
に
比

h
I
九
・
▲
㌧
圭
て
伏
卜
し
て
お
り
、

℡
　
九
五
六
－
二
二
八
六

巨
．
∴
巨
．
二
二
r
一
、
蓼
こ
し
∴
勺
神
目
再
H
J

二
し
　
こ
　
‖
烏
い
・
－
∴
′
ぅ
〓
叫
左
1
1
否

〓
た
こ
し
明
∴
L
J
■
小
か
I
㌧
ほ
し
7
人
′
、
＝
t

′

　

丹

　

′

…

ゝ

‥

ヤ

ー

L

r

L

∵

＝

－

〓

∴

・

し

ハ
l
い
ー
ノ
ー
■
与
川
寸
と
浩
∴
U
再
車

冬

服

成

し

て

ム

目

上

√

　

－

也

ニ

ユ

＝

h
．
、
∵
ン
㍉
∴
∴
ナ
畑
T
を
仲
川
L
∴
し
わ

玖
　
－
′
、
ノ
　
J

H
′
代
＝
…
r
H
州
粕
を
加
・
t
∵
ん
り
圭
り
ん

隼
二
十
甘
－
一
▲
　
　
　
∴
「
‥
ィ

′
　
キ
　
…
■
　
㌦
　
璧

℡
　
九
五
六
－
八
四
三
六

七
宣
眉
目
ト
上
∵
ん
す
こ
う
に
、
化
か
の

琉
球
－
別
＝
γ
1
て
あ
る
ち
ん
す
二
う
に

－
n
、
折
軒
で
r
し
い
地
化
山
科
T
を

‖
肌
廿
へ
＝
わ
セ
さ
ノ
ノ
、
り
と
咄
さ
し
け
ま

し
た
　
さ
ノ
、
さ
′
、
と
し
た
両
さ
わ
り
と

＝
1
の
香
は
し
さ
は
梢
別
な
昧
か
し
圭
す

色
は
対
日
ト
の
濃
紫
新
色
て
ほ
と
よ
い

け
さ
が
し
て
と
て
も
好
打
て
す
　
こ
汀

味
の
卜
、
わ
引
き
〃
■
て
′
、
た
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
し
け
ま
す

‖
軋
尤
力
む
1
座
や
∴
㌃
誉
仲
山
も
予

t
L
一
仁
円
‥
中
田
1
U
り
ト
ト
　
「
M
L
T
．
ト
ヘ
ル
．
¶

－

▼

　

■

■

■

■

l

　

　

■

　

＼

コ

1

．

し

　

　

＝

　

　

　

　

　

　

ヽ

し

．

■

　

　

　

1

1

一

J
T
J
l
〃
引
、
、
T
J
一
し
′
、
た
さ
し

エ
・
丹
心
で
小
・
ル
仙
㍍

し

、

　

　

－

－

　

　

　

・

－

　

　

　

　

　

．

■

1

÷
H
坤
小
・
疋
仙
精

し
、
－
　
山
川
　
　
r
‖
一

／
　
　
　
八
“
日
日
　
　
　
　
　
　
■
．
．
一



広報かでな

商売で生き残れるかどうか

ここ数年の頑張りが将来を左右…

新町l㈲机帥）1．1汁l化に向けて？、

暫命に叫声）組んでいる、llか苗貴理

・軒長は、「現住び）摘出力げ）状況は、

午十歳仁が；成りてきりている　近

年、近隣11川J村に人望スーハーな

とが進川、呵iI二も叫にも人里IJiが

∴？．・－‥

轍
l；肘，した　とうしても‘存足はそち　嘉手納町新町商店律子協同組合

らの眉二調1、新町相．畑潮てT‡い　　平安常幸理事長

物をするお‘洋は減ノてきている　払たちはケとうすれば再びi．雪

景を11パフりさせるか、商腑力の′トき明りをかけて取り組んでいる

ヒころてす　払たちか′‡一き域りていくためにも、組合日が　一札

とな　ノてやらなけれは刊凧溝川糊することは難しいと．思います

またまた‘友切に構えている紺行目もいますが、危機悪を惑して

絹に立ち　が・，てもらいたいとlと．います一　とり朋にも勲がこ

もる　これまでも面相術、摘l‾ニ∴if政も・緒にな一つて視察研

鴨やコンサルケントを交えて勉健三を柑†てきた　「先進地の

lぺJ榊や失l作例から′－；・一ふことは大きい　なせ失IItLたのか、成

Jノ‖′たび）はとういうところが消門井の心与とらえたか、畔代の

流れに余帆に対応するl摘腑力つくりを目指さなければ川ナない

とlどいます　払たちかl摘克て′lき織れるかとうか、ここ敢叶一の

頑耽りかポ圭をノlJ　する一　という、ド‘机叩串良のことばに断田川寄

附力の′トき城りをかけた必牝な思いを匁lる

商店街近代化の制度の活用

商業施策や資金づくりを・‥

嘉手納町商工会

「商店術が．膏性化した成功川を

見ると、ます細筆晋がやる1はた

してIl川糾んていることや、その■い

て僅川したリーダーがいることと

・lり祐局か厳化されることてす　払

たちの町も滴某て発帰してきたの

中村喜和事務局長　　て寸から・やはり商業び）葺き圭なく
して剛直軒王はないとlむいます　繭再，的の近代化は・H胤りて

純わり　いう二と‾ごはなく、略lLJ）をlLにあわせて改造してい

かないh摘拓術は衰退していく　†丘織焙をもりて商業省、摘l－

よ、行壇の一六が　体ヒな′ノて射りくまなけれ土日…滴痛的近

代化の告伽川中州，り用仰須叛．1日、絹業施策や貞金つくりにい

一JL上に1Jてろえていこ　と摘1＿よの中lH両肌．ユ長はり強こ

．いuリた

小友6牛lHlll

「高屋観覧叫
嘉手納呵広土或商業診断

簡中小企業に斬士素正帯先主　主催沖縄巣・束子明野・可翫台

（

「嘉手納町の商店街の現状をしっかりと数字で把握し、

生き残るためにも早急な対応を‥」と
講演した東正高先生。

広報かでな

確かめましょう　守りましきこう

沖縄県の　最低賃金
球疇甲町和の†聖網ホLユ　ニのt，且■二11ニ汎し＼事f⊂一科餉占亨†動lトすごことIj rilUn，

1地域別最低ず金

最低ハ全の洋右 日　紳　l　壁間狛

ヰ圭IHHlいユ，l’，

忙巧宵桂川㍉’l土

，十湧生年月日

4，220円　528円：‾・1二三一弓　≡

2産業別最低賃金

～1‾三野1■一全の件名　　ヨ　紳　　誓一汗≠紆 �∵やむ生年月日 

．1∵王・上了・－t品！－J‥！T〉　4、503円　563円　二 � 

暮し：日，・　Y．‥4，560円　570円■二㌔・．＝三一弓，ヨ 

，　　う：1もノ1ニ7．二4，510円 �；564P三　二こ二〉‡ざ一戸二∃ 

てこ　　RP　　Y∴4，806円 �601P三　二㌔しぎ■一戸∴∃ し 

古津「已1品ニト’ごYこ　4，424円 �553円　二二1二三㌧誓∴ゴ 

い十㌧吏寸∴114，416円 �552円二千三・二戸卜三 

中絹労働巷芋局・剰働塵華監督署

臨時職いい　嘱．正目再

繹録にゾ▲八、て・お知らせ＝

帝望釦ま、企画総務部総務厳に申し込みして卜さい

台帳に拝録（1年間有効）し、必要に応じ選考のうえ
一竃期間履用します　たたし、町民に限ります

仁　≡融け諷笹か弛祉

イ　・椴・拝掩　‥（高卒程唆・リユ女イこ問・年令こう5才まで）

ロ　保樺・教諭職…（女子・打資格者）

′、芭入官庭奉1－Hl…（女f・）

二　現菜職（ゴミ処彗！・．調理ii等）
…（男女不問・句二令10才まで）

2．藩詰り・rノ粍坤

イ　保育所給食．調理El…・Hkr・年令馴寸まで）

ロ　国民牛金指増＝

保険料徴収刃
‥（り拍イ潤い件数契約）

′、．診蝶報酬町側書（レセプト）タ．－i検‖・‥（リ！女イ澗・

山草柄行）

ニ　パス運転f　‥（男・打貸借・iH†丸けまて）

ホ　給食センター調理‖・（里女不問・加叶まで）

へ　施設管理ti・（男了∴年1汗占fまで）

卜　♪7：柁日揮Ll　…（9！女イこ間・午令≠叶まで）

人う．言声ト∴上作1

痛打紬町持金戦目管理規程・嘉手納町嘱．托Ii詔躍要

綱による

十1隼繕う‾　浅　本人持1　ノ【ニ’

総務課で備付けの螢録申誹周履畦．琴に記入のこと
lL　三封‾日掛問

平成IiiFl牛17日川）－：日1171］（木）まで

γ前り時－′I二緒〇時11分（ロー金まで）

溶　お問い合せ／嘉手納町役場　企痢総務部総務課

mリ1バー1111（lノ1線i－11∴HJ）
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広報かでな　…W

一：ナ　申　込　期　間／′平成6年1月17日（月）～2月柑日（金）

か　入所対象児童／　0歳～4歳児

平成6年1日1日入所の保存児糾）人仰llH．柑付をhi己のとおり行います　入所訂望者は、町役J那′′t二謀に申請し

て卜さい　入所の決徒は出猟番査と′束庭甘情朋血に堪づいて決定されます　入所の要件、■安鍬は次のとおりです

保古所の日的

すべてのおf・さんはその官庭ですこやかに打てられるのが理想ですが、保．薄青が労伽に従拝したり、その他の解職

でおJlさんのl面倒を卜分にみることができないHL′与滝にかわっておJ’・さんの面倒をみるところです　したがって、

どの‘家庭のおrさんても無発作て入所することはできません．

入所てきるお子さんの謹め万

人所を決める魅准により、そのお子さんが保存にかける腔酎二あるかとうか、　分に調布樟目すしたうえで決定しま

す　ただし、†糾両の町存人目には限度があって、小目■ほれてもすぐ針望通り入所できないこともあります

入所てきる寺庄の条件

1．「打二外宕〉相対一指畠　児糾）枠組が川間宮庭の外てIt車をするためその佗童の憬否ができない場合

2．「いihA一考甘亘㌻⊆－■上古：りい糾）丹糊が作問陀庭IJ、Jてl紀和とはなれて日常の官制〃トのlH沌するために、その兄

量のI糾rかてきない場合

3．腎篭り州．い写矩：枠組の死亡、行〃声明、拘禁なとの他日により、その‘糾庭に付親がいない場合

ト　打細か出芽小目ワニ；：柑粗が出庫｝用り後てあ・）たり、病来てあ　たり、心身に障粥があったりするため、その

児■かけ保存がてきない場合

㌢∴巨人帝石烏1杓≧コ．岩：その児・糾′鳩に最期にわたる柄人や、心小二障′．巧のある人かいるため、母親がいつも

そのn‖噂にあたっており、その児童の†糾rがてきない場合

〔し　て　提　げ　　「t‾’：′J（災、風軒広地賞等の災‘llfにより、l伸二等が喪失した場ね、その復lトほての聞

申込に必要な書絹　川用紙は役場沼牛．澤にあl）ます）

1．保育所入所申請雷　　2．住民表謄本　　3．納税証明雷
ifi　　項 �そ　の　他　の　涼　付　点　顆 

お　勤　め　の　ガ � �■・勤務、1紺11㌧定止明．琴 ヤ成1年分源某徴収票 

シ；平城二年分の確克申告・吾の写し 

日　宇：！某　〃）万 � �】・自営業 ��及び内職l－い立一年 －ヽ　二 
一一J　　　　　　　　lll　　　ナ 

病穴佗び肴．護 � �lち �師の �須折月又は句作岡津HHH机け一ラ：し ・講読 �月．巧 

川　　　　唾 � �l－ �師の妊娠証明膏丈は丹「手帳の写し 

祖父吋のI■‾i悼；のん‘ � �椚父母（棚峨以卜）が保ができない旨の止明書 

・注意育埼

1．次のJ坊斜ま、保イf所小甘決定中または、入所中であってむ招間引ち切り（退所1ぴ）醐囚となりますので、その

ようなことがないように汗意して卜さい

7．入所中日■雪及び血撞調査のtいJP：（柑二†即行に欠けるぜ作に関して）かあるとき

ィ．疾病その他の理111により他J）保存児童に悪鋸響ヰおよはす恐れかあるとき

り．その他、恨fN継続を不適亘1とみとめたとき

2．現在入所している岸根ひ含まてに申込みし、入所てきなかった万も内申．講カー必■要て寸ので、もれのか、ように

注意してください

保育所入所児童の定員（公募）救

保ff所名 ����所在地 �定　　　　　　　　　仁一 
Of児 �1㌢児 ��JrlJユ ��：トトリ上 ��tl‾ナ‘児Hl二 �．汁 

第・I椚 ��所 ��劇：う12 � �†ミノ＼ �� �ご人 � �iり＼ �コ（り＼ �fiO人 

第 �保f �I �斤 �哀　し17 �ti人 � �0人 � �・り＼ � �li人 �？・り＼ �lLごり人 

第・ �保f �J �斤 �ホン汀：う �li人 � �l＿り＼ �：う（り＼ ��二情人 ��ニー旧人 �lごり人 

計 ���� �l二人 � �†沃 �ト二人 ��川り＼ ��バり人 �二i日日人 

落・お問い合わせ：嘉手納剛i●i周　り1．課　保存所怖℡り垢lト1日1押臓　だご）

－　～）一一

、ド収6－卜111111

新たに4氏を

奥間教育長（右）から委嘱状が手渡される
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！日日誹肌鼻汁において、囲‘毒草l睾

㌦価應裾番目に宮城軋正代を全会
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広報かでな

アバクロンピー米下院議員を左から3人目三へ
宮城町長が基地問題を説明

申煩いIlH111
、ド成り－11111日・… 広報かでな

国税NEWS平成6年1月
・再封印⊂仁子守頼一・校務署

消費税・所得税の申告と
納税は正しく．お早目に

、‡′・成1牛分ノ消増税　川胡人・il業桁　の確定仲浩は11日

llから　いい目】まてとなりておりますが、期棋l用近になり

ますと脱硝署は人変．1摘しますノ）てわ早目にお．斥ませ卜さ

い

また、両日悦び）碓1川1こtiは、JIllHlから：うりl111まて

となっております

くにせ税理士に御注意を〉

税理】持梢のない省に税金ゾ）机謎

をすると、．告トた指叫を′■ヱける恐れ

があり人変位陣てす

財産をもらったとき

佃日、から伸隼をもら一Jたときは、もら）た人に明り祝が

かかります

また、紆余等丑山り、からl車重をもらったときく二は明り悦

はかかりませんが、・畔所刊として所得税がかかります
、いJい牛分け目椚　税の申；†．時日八日ま2日11日再∴＝11111

まてとなっております　お忘れJ）ないようにおItllIにお済

ませ卜さい

●●▼’．ヽ．ヽ〇・●●●●■●●●●　＿　▼　ヽヽ■●●

緑¢）羽根特金運動
●l　ナヽ　　　〉●■●↑ヽ●■■●■●■　●●●ヽ●●

（2月1日～2月18日）
‥緑と花で住みよい県士t’

トlIi－：㌻＝湘よし∴沖縄県緑化州進

をLl二三

校　掘：沖縄hL・市町村・†甘緑機lul

私たちJ）郷上、払た畑作侶lU甘噂

を毒．長と化て）二しく持らしよくするた

め、リ．H．良化推進を＝よはう．よ化運動を

リ三池しています

緑か）」引甘特急は′1；・’校、公刷、彷路、

公㍍小葉≠輔弼†曹伎ひ符理糟、緑と

木ノ）森f日長余．う．よ化想想い汚埼■膏骨

相にあてられていよす　毒郎）羽根隼

金はそJ）津金、l－；lになりて、左きく朝；

lJ）首長化珊進にlrj立　ノています
′‖・もふなさんゾ）理解ある二協り

をお願いします

第三セクター株式会社の株主

及び会社名の募集
、卜成り隼1日111より1－汀じ

体となJた第．セクター株Jlこ余
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広報かでな

光専　　憲　　英昭

役　役　長

－l■成（‖lHlll　　　　　　　　平城l川　日1111膚 広報かでな

嘉手納町長

宮　城　篤　実

町民の皆さまには、こころ析たに平成六年の新年を迎えられ、お呪い

を申し上けます　この新しい隼が希望とよろこびにみちた輝かしい午で

ありますよう期待し、竹さまのご腱略とご多幸を祈念いたします

町民の侍さまには日頃から町政に対する指いご理解とご協力をいただ

き心から感謝申し1二けます　町でlii；されるいろいろな行■拝に侍さまが梢

極的に参加していただくことは、即に清JJをみなぎらせる大きなJJとな

ります　地域興しや町づくりの決め手は縮局「人」にめるといわれてお

ります　そのため、どこの市町村でも人材の発見、養成、活用は重視して

おります

昨年は我が町か引は務大Hiが∪削二いたしました　卜原煉肋氏が沖縄閲

発け長一良に就任し大清純をいたしております、諷二よろこぼしく、誇ら

しい限りであります　本町の「人材」が中経大きな舞台に踊りJllて、兄

事その重洋を拘っていただいておりますし

ところで私たちが通常「人相」と呼んでいるものにもいろいろありま

す　人相、入射、人在、人罪などがあげられます　「人材」は、払たち

が常晶的に使っている．言葉です、これからじっくり磨けば光ることが期

待される素材ですr、「人肘」は、まさにいま櫛やいて活躍し、社会に

とって太宰な′之となっている人のことです　この∴つのタイプの人びと

ばかりであれば全く申しぷんないわけであります　ところがこの社会、

ただそこに屠るというだけの「人在」や存在するたけならまだしも、代

ることによって罪をつくっている「人罪」ともいうべき人もおります

わけてもそれが社会的酎任を伴う地位にある場合、町に大きな細り、を災

をもたらすことがあります∩　このような人物が存在することは、まさし

く「人災」といわなければなりません。人在と入野をなくし、人相と人

軌をひとりでも多く増やすことが求められております

本町にとって人材の作成は大きな政策課晦であります　そり）ためIlf少

年の健全育成と学力向L対策はさらにナJを入れる必要があります　′ト涯

教育は人びとの潜在的な可能性を引き出し、気力、体わ、知JJを允′たさ

せることになります一

昨年十日、「什l県、り農林学捌同窓会の集い」を催し、人相の結集を．試

み、成功させました　その他にも我が町と連なる人脈はかけがえのない

人射てあります　これからも内外の人的交流と協力の■：一芸を広け、人相の

蓄柏とネ′トワークをつくりあけ、町の活性化をはかりたいと考えてお

ります

教

　

育

　

長

企
画
総
務
部
長

民
生
福
祉
部
長

建
設
振
興
部
長

教
　
育
　
次
　
長

住
　
民
　
課
　
長

税
　
務
　
課
　
長

保
健
衛
生
課
長

出
　
納
　
室
　
長

厚
　
生
　
課
　
長

水
　
道
　
課
　
長

総
　
樗
　
課
　
長

企
画
調
整
課
長

基
地
渉
外
課
長

議
会
事
務
局
長

都
市
建
設
課
長

産
業
振
興
課
長

学
校
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

電
子
計
算
室
長

消
鴨
本
部
長

呵助収

　

入

宮
　
城
　
篤
　
実

山
　
口
　
柴
三
郎

お
古
∵
字
に
写

お
め
て
と
う
二
㌢
∴
∵
ま
す



広報かでな

光専　　憲　　英昭

役　役　長

－l■成（‖lHlll　　　　　　　　平城l川　日1111膚 広報かでな

嘉手納町長

宮　城　篤　実

町民の皆さまには、こころ析たに平成六年の新年を迎えられ、お呪い

を申し上けます　この新しい隼が希望とよろこびにみちた輝かしい午で

ありますよう期待し、竹さまのご腱略とご多幸を祈念いたします

町民の侍さまには日頃から町政に対する指いご理解とご協力をいただ

き心から感謝申し1二けます　町でlii；されるいろいろな行■拝に侍さまが梢

極的に参加していただくことは、即に清JJをみなぎらせる大きなJJとな

ります　地域興しや町づくりの決め手は縮局「人」にめるといわれてお

ります　そのため、どこの市町村でも人材の発見、養成、活用は重視して

おります

昨年は我が町か引は務大Hiが∪削二いたしました　卜原煉肋氏が沖縄閲

発け長一良に就任し大清純をいたしております、諷二よろこぼしく、誇ら

しい限りであります　本町の「人材」が中経大きな舞台に踊りJllて、兄

事その重洋を拘っていただいておりますし

ところで私たちが通常「人相」と呼んでいるものにもいろいろありま

す　人相、入射、人在、人罪などがあげられます　「人材」は、払たち

が常晶的に使っている．言葉です、これからじっくり磨けば光ることが期

待される素材ですr、「人肘」は、まさにいま櫛やいて活躍し、社会に

とって太宰な′之となっている人のことです　この∴つのタイプの人びと

ばかりであれば全く申しぷんないわけであります　ところがこの社会、

ただそこに屠るというだけの「人在」や存在するたけならまだしも、代

ることによって罪をつくっている「人罪」ともいうべき人もおります

わけてもそれが社会的酎任を伴う地位にある場合、町に大きな細り、を災

をもたらすことがあります∩　このような人物が存在することは、まさし

く「人災」といわなければなりません。人在と入野をなくし、人相と人

軌をひとりでも多く増やすことが求められております

本町にとって人材の作成は大きな政策課晦であります　そり）ためIlf少

年の健全育成と学力向L対策はさらにナJを入れる必要があります　′ト涯

教育は人びとの潜在的な可能性を引き出し、気力、体わ、知JJを允′たさ

せることになります一

昨年十日、「什l県、り農林学捌同窓会の集い」を催し、人相の結集を．試

み、成功させました　その他にも我が町と連なる人脈はかけがえのない

人射てあります　これからも内外の人的交流と協力の■：一芸を広け、人相の

蓄柏とネ′トワークをつくりあけ、町の活性化をはかりたいと考えてお

ります

教

　

育

　

長

企
画
総
務
部
長

民
生
福
祉
部
長

建
設
振
興
部
長

教
　
育
　
次
　
長

住
　
民
　
課
　
長

税
　
務
　
課
　
長

保
健
衛
生
課
長

出
　
納
　
室
　
長

厚
　
生
　
課
　
長

水
　
道
　
課
　
長

総
　
樗
　
課
　
長

企
画
調
整
課
長

基
地
渉
外
課
長

議
会
事
務
局
長

都
市
建
設
課
長

産
業
振
興
課
長

学
校
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

電
子
計
算
室
長

消
鴨
本
部
長

呵助収

　

入

宮
　
城
　
篤
　
実

山
　
口
　
柴
三
郎

お
古
∵
字
に
写

お
め
て
と
う
二
㌢
∴
∵
ま
す



広報かでな

アバクロンピー米下院議員を左から3人目三へ
宮城町長が基地問題を説明

申煩いIlH111
、ド成り－11111日・… 広報かでな

国税NEWS平成6年1月
・再封印⊂仁子守頼一・校務署

消費税・所得税の申告と
納税は正しく．お早目に

、‡′・成1牛分ノ消増税　川胡人・il業桁　の確定仲浩は11日

llから　いい目】まてとなりておりますが、期棋l用近になり

ますと脱硝署は人変．1摘しますノ）てわ早目にお．斥ませ卜さ

い

また、両日悦び）碓1川1こtiは、JIllHlから：うりl111まて
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財産をもらったとき

佃日、から伸隼をもら一Jたときは、もら）た人に明り祝が
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はかかりませんが、・畔所刊として所得税がかかります
、いJい牛分け目椚　税の申；†．時日八日ま2日11日再∴＝11111

まてとなっております　お忘れJ）ないようにおItllIにお済
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●●▼’．ヽ．ヽ〇・●●●●■●●●●　＿　▼　ヽヽ■●●

緑¢）羽根特金運動
●l　ナヽ　　　〉●■●↑ヽ●■■●■●■　●●●ヽ●●

（2月1日～2月18日）
‥緑と花で住みよい県士t’
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摘Jせび町ノ）持確11一一1等J）開発■作業

を行な車業としてスタートしま

す

椎Jlこ会社として　圧小）情欄より株　の特集を行

います

11t．i、件JlこのlHふみについては、持輿株式総数に通

し，畑第締めU川ます

あわせて析しく推進していくような三社のれ11り

もち川‡したいと想います

ト　葺日印閏

や戊Il牛11に日1－1日∴ilH

トi’i l）

人H件111．1ごり株まて　tl株針目nilJH1日

ト　算丑持∴1十㌢

1日日経（∴ⅢIlI万lリ）

・；・日用”については第　＿セクター．投打準備零まで

房卜納町字嘉手納ム■価地

（痛打納町商に余り、1　℡垢l；一部lU

中部農林高等学校定時制課程
特別募集のお知らせ

．出師ホ樗及√／ト．ヒ醐二打tLも

丁．出軌てきる君は、則労苦等て満却荻川十十Iた成日年・1日∴illl現托）

の省とする

ィ．川嘲柑日日は、ヤぺl日工J H HIIり（）、日日（木）及び11IH（木）のう

日用とする　郵送　り場合もこげ）洞ほてに必榊）こと

り．′引、川川りは′「雨l川†から′ll堂1時まてとする　たたし二日lHl（木）

はIl′「まてとする

＿t H願卜続き：二ついては＝身中・、戸校てflいよすJ）て、HJ川1′、；・：校に

お山かけ卜さい

り▲JAJノブノた

7．過拙ま、作文およひ面接ノ）紀．里と■■臣叶申′、J・’校から封；送された調査

．1亨その他必－が．1日侶二怯ついてりう

ィ．検′Hl（．式限り）は、半叱り牛II171日木）とする　（■1－ん等′、f：校

から連絡するI

－．・■丁仁≡キJ

T．平城Iirト　リノ；‖　りり　に占．願－l■描‘1；・：校において雅夫する

ィ．作紆通知は日々・卜、i・：校長に送りする
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こ
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∵
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縄
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．
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な
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ぶ
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什
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－
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・
り
　
【
ノ
ー

カ
！
こ
　
い
′
〓
・
両
か
危
ふ
ま
れ
て
い
る

′
、
′
．
は
り
し
一
隅
譲
与
市
わ
て
い
‥

明
尺
い
肯
H
、
こ
い
桝
ノ
、
ヤ
∴
一
丈
化
道

庁
王
寺
中
れ
、
〃
γ
↑
椚
附
∵
∵
肝
中
∴
∵
∵
れ

こ
ふ
て
は
い
か
か
て
寸
カ

黒
壁
辛
甜
景
－
　
7
叛
∴
二

・■ヽ：

ユ
リ
の
球
根
を

無
料
配
布

■
　
し
て
仲
川
、
命
の
源
と
し
て
牛
溝
の
申

■
　
心
的
得
刑
を
㍍
た
し
て
い
た
　
町
と
し

て
は
、
こ
の
日
‥
巾
な
丈
化
迫
席
て
ム
る

T
で
－
オ
ー
∴
　
⊥
字
宣
下
ん
に
竹
悪
で
保
〃

附
　
し
て
い
き
た
い
パ
し
′
回
∵
あ
る
カ
　
り
道



広報かでな　…W

一：ナ　申　込　期　間／′平成6年1月17日（月）～2月柑日（金）

か　入所対象児童／　0歳～4歳児

平成6年1日1日入所の保存児糾）人仰llH．柑付をhi己のとおり行います　入所訂望者は、町役J那′′t二謀に申請し

て卜さい　入所の決徒は出猟番査と′束庭甘情朋血に堪づいて決定されます　入所の要件、■安鍬は次のとおりです

保古所の日的

すべてのおf・さんはその官庭ですこやかに打てられるのが理想ですが、保．薄青が労伽に従拝したり、その他の解職

でおJlさんのl面倒を卜分にみることができないHL′与滝にかわっておJ’・さんの面倒をみるところです　したがって、

どの‘家庭のおrさんても無発作て入所することはできません．

入所てきるお子さんの謹め万

人所を決める魅准により、そのお子さんが保存にかける腔酎二あるかとうか、　分に調布樟目すしたうえで決定しま

す　ただし、†糾両の町存人目には限度があって、小目■ほれてもすぐ針望通り入所できないこともあります

入所てきる寺庄の条件

1．「打二外宕〉相対一指畠　児糾）枠組が川間宮庭の外てIt車をするためその佗童の憬否ができない場合

2．「いihA一考甘亘㌻⊆－■上古：りい糾）丹糊が作問陀庭IJ、Jてl紀和とはなれて日常の官制〃トのlH沌するために、その兄

量のI糾rかてきない場合

3．腎篭り州．い写矩：枠組の死亡、行〃声明、拘禁なとの他日により、その‘糾庭に付親がいない場合

ト　打細か出芽小目ワニ；：柑粗が出庫｝用り後てあ・）たり、病来てあ　たり、心身に障粥があったりするため、その

児■かけ保存がてきない場合

㌢∴巨人帝石烏1杓≧コ．岩：その児・糾′鳩に最期にわたる柄人や、心小二障′．巧のある人かいるため、母親がいつも

そのn‖噂にあたっており、その児童の†糾rがてきない場合

〔し　て　提　げ　　「t‾’：′J（災、風軒広地賞等の災‘llfにより、l伸二等が喪失した場ね、その復lトほての聞

申込に必要な書絹　川用紙は役場沼牛．澤にあl）ます）

1．保育所入所申請雷　　2．住民表謄本　　3．納税証明雷
ifi　　項 �そ　の　他　の　涼　付　点　顆 

お　勤　め　の　ガ � �■・勤務、1紺11㌧定止明．琴 ヤ成1年分源某徴収票 

シ；平城二年分の確克申告・吾の写し 

日　宇：！某　〃）万 � �】・自営業 ��及び内職l－い立一年 －ヽ　二 
一一J　　　　　　　　lll　　　ナ 

病穴佗び肴．護 � �lち �師の �須折月又は句作岡津HHH机け一ラ：し ・講読 �月．巧 

川　　　　唾 � �l－ �師の妊娠証明膏丈は丹「手帳の写し 

祖父吋のI■‾i悼；のん‘ � �椚父母（棚峨以卜）が保ができない旨の止明書 

・注意育埼

1．次のJ坊斜ま、保イf所小甘決定中または、入所中であってむ招間引ち切り（退所1ぴ）醐囚となりますので、その

ようなことがないように汗意して卜さい

7．入所中日■雪及び血撞調査のtいJP：（柑二†即行に欠けるぜ作に関して）かあるとき

ィ．疾病その他の理111により他J）保存児童に悪鋸響ヰおよはす恐れかあるとき

り．その他、恨fN継続を不適亘1とみとめたとき

2．現在入所している岸根ひ含まてに申込みし、入所てきなかった万も内申．講カー必■要て寸ので、もれのか、ように

注意してください

保育所入所児童の定員（公募）救

保ff所名 ����所在地 �定　　　　　　　　　仁一 
Of児 �1㌢児 ��JrlJユ ��：トトリ上 ��tl‾ナ‘児Hl二 �．汁 

第・I椚 ��所 ��劇：う12 � �†ミノ＼ �� �ご人 � �iり＼ �コ（り＼ �fiO人 

第 �保f �I �斤 �哀　し17 �ti人 � �0人 � �・り＼ � �li人 �？・り＼ �lLごり人 

第・ �保f �J �斤 �ホン汀：う �li人 � �l＿り＼ �：う（り＼ ��二情人 ��ニー旧人 �lごり人 

計 ���� �l二人 � �†沃 �ト二人 ��川り＼ ��バり人 �二i日日人 

落・お問い合わせ：嘉手納剛i●i周　り1．課　保存所怖℡り垢lト1日1押臓　だご）

－　～）一一

、ド収6－卜111111

新たに4氏を

奥間教育長（右）から委嘱状が手渡される

固定資産評価委員に

宮城篤正氏（3期日）
を再任

！日日誹肌鼻汁において、囲‘毒草l睾

㌦価應裾番目に宮城軋正代を全会

致て′良．．忍した＿　宮城氏は、用‖とな

るlt糊は：川こ

叩広報かでな

慮
手
納
町
史
編
纂
番
目
に
や
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毎
政

昭
氏
　
（
沖
縄
国
際
大
学
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柁
）
．
壕
甲

進
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浦
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北
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、
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木
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舘
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．
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こ
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町
史
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簾
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川
会
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∴
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カ
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会
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は
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れ
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叫
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え
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張
り
た
い
一
片
君

ら
し
ノ
、
さ
わ
や
か
に
止
す
　
町
m
君
は
、

町
川
宗
和
君
、
占
年
海
外
協
力
隊
の

二
員
と
し
て
ザ
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．
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．
沫
選
考
　
（
l
由

撞
）
、
約
八
卜
日
岡
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∴
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膏
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萱
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催
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、
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仁
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∴
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∵
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広報かでな

商売で生き残れるかどうか

ここ数年の頑張りが将来を左右…

新町l㈲机帥）1．1汁l化に向けて？、

暫命に叫声）組んでいる、llか苗貴理

・軒長は、「現住び）摘出力げ）状況は、

午十歳仁が；成りてきりている　近

年、近隣11川J村に人望スーハーな

とが進川、呵iI二も叫にも人里IJiが

∴？．・－‥

轍
l；肘，した　とうしても‘存足はそち　嘉手納町新町商店律子協同組合

らの眉二調1、新町相．畑潮てT‡い　　平安常幸理事長

物をするお‘洋は減ノてきている　払たちはケとうすれば再びi．雪
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またまた‘友切に構えている紺行目もいますが、危機悪を惑して
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頑耽りかポ圭をノlJ　する一　という、ド‘机叩串良のことばに断田川寄

附力の′トき城りをかけた必牝な思いを匁lる

商店街近代化の制度の活用

商業施策や資金づくりを・‥

嘉手納町商工会

「商店術が．膏性化した成功川を

見ると、ます細筆晋がやる1はた

してIl川糾んていることや、その■い

て僅川したリーダーがいることと

・lり祐局か厳化されることてす　払

たちの町も滴某て発帰してきたの

中村喜和事務局長　　て寸から・やはり商業び）葺き圭なく
して剛直軒王はないとlむいます　繭再，的の近代化は・H胤りて
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よ、行壇の一六が　体ヒな′ノて射りくまなけれ土日…滴痛的近

代化の告伽川中州，り用仰須叛．1日、絹業施策や貞金つくりにい

一JL上に1Jてろえていこ　と摘1＿よの中lH両肌．ユ長はり強こ

．いuリた

小友6牛lHlll

「高屋観覧叫
嘉手納呵広土或商業診断

簡中小企業に斬士素正帯先主　主催沖縄巣・束子明野・可翫台

（

「嘉手納町の商店街の現状をしっかりと数字で把握し、

生き残るためにも早急な対応を‥」と
講演した東正高先生。
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確かめましょう　守りましきこう

沖縄県の　最低賃金
球疇甲町和の†聖網ホLユ　ニのt，且■二11ニ汎し＼事f⊂一科餉占亨†動lトすごことIj rilUn，

1地域別最低ず金

最低ハ全の洋右 日　紳　l　壁間狛

ヰ圭IHHlいユ，l’，

忙巧宵桂川㍉’l土

，十湧生年月日

4，220円　528円：‾・1二三一弓　≡

2産業別最低賃金

～1‾三野1■一全の件名　　ヨ　紳　　誓一汗≠紆 �∵やむ生年月日 

．1∵王・上了・－t品！－J‥！T〉　4、503円　563円　二 � 

暮し：日，・　Y．‥4，560円　570円■二㌔・．＝三一弓，ヨ 

，　　う：1もノ1ニ7．二4，510円 �；564P三　二こ二〉‡ざ一戸二∃ 

てこ　　RP　　Y∴4，806円 �601P三　二㌔しぎ■一戸∴∃ し 

古津「已1品ニト’ごYこ　4，424円 �553円　二二1二三㌧誓∴ゴ 

い十㌧吏寸∴114，416円 �552円二千三・二戸卜三 

中絹労働巷芋局・剰働塵華監督署

臨時職いい　嘱．正目再

繹録にゾ▲八、て・お知らせ＝

帝望釦ま、企画総務部総務厳に申し込みして卜さい

台帳に拝録（1年間有効）し、必要に応じ選考のうえ
一竃期間履用します　たたし、町民に限ります

仁　≡融け諷笹か弛祉

イ　・椴・拝掩　‥（高卒程唆・リユ女イこ問・年令こう5才まで）

ロ　保樺・教諭職…（女子・打資格者）

′、芭入官庭奉1－Hl…（女f・）

二　現菜職（ゴミ処彗！・．調理ii等）
…（男女不問・句二令10才まで）

2．藩詰り・rノ粍坤

イ　保育所給食．調理El…・Hkr・年令馴寸まで）

ロ　国民牛金指増＝

保険料徴収刃
‥（り拍イ潤い件数契約）

′、．診蝶報酬町側書（レセプト）タ．－i検‖・‥（リ！女イ澗・

山草柄行）

ニ　パス運転f　‥（男・打貸借・iH†丸けまて）

ホ　給食センター調理‖・（里女不問・加叶まで）

へ　施設管理ti・（男了∴年1汗占fまで）

卜　♪7：柁日揮Ll　…（9！女イこ間・午令≠叶まで）

人う．言声ト∴上作1

痛打紬町持金戦目管理規程・嘉手納町嘱．托Ii詔躍要

綱による

十1隼繕う‾　浅　本人持1　ノ【ニ’

総務課で備付けの螢録申誹周履畦．琴に記入のこと
lL　三封‾日掛問

平成IiiFl牛17日川）－：日1171］（木）まで

γ前り時－′I二緒〇時11分（ロー金まで）

溶　お問い合せ／嘉手納町役場　企痢総務部総務課

mリ1バー1111（lノ1線i－11∴HJ）
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Ⅶ
広報

平成6年1月1日

（第278号）

ジムすー

っェスヤ
■9相即垂・看少年朋つⅠス知川畑吉抑

・料金B憤慨，畷計測艶
手ジムナー

フェスタツアー／こぞか（ナよう／

日本で抑めてのフェスティ′りしが中部の12

市町村で開催されますし　それがキシムナーフ

ェスタです

2月6日から1二川の8日間、中部12市町村

は、卜の表の通り、演劇でいっぱいです。

会場にあるキジムナースタンプを染めると

楽しい記念品も用意していますこ

私たちのまちでは、「ザ・ドノダズ」（ロシア）

「飛び安里」（沖縄）を・般公演として行いま

す．〕
見逃せないこのチャンス1、ご豪族で、また

おともだち同上でぜひともキジムナーフェス

タをお楽しみ卜さい。

応募、連絡先、チケットのお申し込みは
お気軽に、お問い合わせ下さい。
■9柑際児童・看少絹劇フⅠス知川し折さ…和

実行委員会事務局
〒904　沖縄市住吉1丁目14－29

TELO98－939－1413FAXO98－939－1454

公演一覧表

広報かでな

飛び安里
“TOB卜ASATO”Djrected by MjlsuruTanaki（OkinawaJAPAN）

ウチナー大和口を酷使し、アップテ
ンポに展開する破天荒な演劇スタイ
ルに若者を中心にファン急増中。
安里家三代は、烏のように空を舞う
ことを夢見、挑戦した。いつしか、

民衆の希望となったか、失敗を繰り
返すば州であった0田

演出／一Ⅰ‡城　満

2月10日　7：00

嘉手納町民会館

ザ・ドッグズ
国立ロストフ児蛮帯少年劇は

－THE DOGS’ROSTOVSTATETHEATREFORYOUNG SP【CTATORS

rRUSSIA】

6巳・日・ � ���� �†200 
6二ロ〔1 

7円　目・ �∵：目上h7ノ ���� �7m ？・m ？・〕〔－ 

RElい �や、一卜 こ†も ��巨ヤフ ラノ ��石。1両民芸館 �63〕 

7胴 

中嶋而　茶亡 �7＿ロ0 80D 

ネコ ��レオ �■　ノ　し＿． �正 �7〇D 

9日・ト � � �ロマ ■Pt �ア 干．濾 � �6コD 
7〕り 

富野、ち弔辞岩館 �8．的 ？■M 

ト子 �� �� �3．0日 

ワ〕0 

国立■星1専一＼ヰ疇巳トLL、‾訝三

桁握笑熊の育土耳つラノ、一J

手ギノ　ヨフ■■。再′■∫▼　L Tトロイ

刀の祖元那亀削r・下rF躍

八開の要髭丁ろラ土呈、／．・【きしHh1

才1～・ハ．ち†一・否JL・し‘‾与やると．■

う■11こ　　　　し托刀誓う1

莱用も社諒．ケ　黄た71＿正し　了・重

き上．十・二、才14二岩きたモ，丁・⊂　一一

2月8日　石川市民会I竜　　6：30
11日　宜野湾市民会館　7：00
12日　嘉手納町民会館　7：00
●上溝時間／60分
観客対象／10才～大人

＝＿　　　　　　　　　　　二　　　　　　一 

l＝・†　　　　　　■臼　　　　　　　　　　　　ノミ叫　　　　　　間・義　　HH　　　　　　JIH　　　　　　　　　　　　　叫 �������������1－ 

6巳・日・ � ���� �†200 � �11E・金 � �小村事 ソネ ←●．∫扉「’ 17顆鵠 �〔　こ／　i・ �1 �l J：二■ 
6二ロ〔1 �����ヰ疇市≠墓舵手て一・二■ 

7円　目・ �∵：目上h7ノ ���� �7m ？・m ？・〕〔－ 

RElい �や、一 千1 7 �卜 も コ �巨ヤフ ラノ ��石。1両民芸館 く中嶋市茶富 �63〕 7胴 7＿ロ0 80D 

12巨　士 � �‘－イ7、 71－－■わー－ �葦言 �l �11 1 1 l 
レオ � � �7〇D ����� 

9日・ト �＝F l � �ロマ ■Pt �ア 干．濾 �富野、ち弔辞岩館 �6コD 7〕り 8．的 ？■M 

主 �●ず 

j 露． �’l■ �聖 �� �3．00 7〕0 

りe　C � �� �11 巧1■ 

●2円7日へ12日　千億8針一日弓　の間　′中嶋市商＝会軌二㍍いて国曙禁書サロンを拍けます　ハフ1－7パ琴　射り‘郎浸し託す　と’tLH・ざ伸一■きJT


